
教 心豊かで心身ともにたくましい幼児の育成

教育目標　わくわく、にこにこ、のびのび遊ぶ必佐っ子の育成

日野幼稚園日野幼稚園

必佐幼稚園必佐幼稚園

なんだろう やってみよう できた！

　子どもたちが“自ら感じる”“自ら考える”“自ら動き
出す”《子どもの主体性》を大切にし、毎日の保育を進
めています。自然（動植物）、人（友達、園の職員・地
域の大人など）、素材（園にある用具やもの）、さまざま
な活動場面（出来事）などの環境と子どもたちが出会う
ことで、意欲や思考力、友達と相談、協力する中で考え
察する力が育っています。

　子どもたちは好奇心いっぱい。興味
を持ったことに、じーっと見入ってい
きます。そこから、「これなに？」「図
鑑で調べてみよう！」「聞いてみよう！」
と知りたいと感じたことを確かめよう
とします。子どもたちは体験を通して
さまざまなことを学んでいます。

　5歳児春の遠足で、消防署へ行きました。
早着替えやポンプ車の放水を見せていただき、
消防士さんの格好良い姿に大興奮でした。

　５歳児は、自分たちの保育室や玄関など
を掃除しています。幼稚園のお兄さん・お
姉さんとして張り切る姿が見られています。

　小学校との交流として、５歳児
が小学校の図書室で本を貸しても
らう体験をしています。幼稚園と
は違う本の多さに大喜びでした。

　「いらっしゃいませ！」
のかけ声がとっても元
気な子どもたち。他ク
ラスの友達や先生がお
客さんとして来てくれ
ると、お店屋さんが盛
り上がります。

　４月に入園した３歳児も毎日元気に
過ごしています。友達のしていること
に、“自分もやってみようかな”とさ
まざまなことに興味をもっています。 「ダンゴムシさんいるかな」

　近所の神社や公園などへ散歩に出かけ
る機会を意識してつくっています。地域の
方に出会うと元気にあいさつしています。

　預かり保育では、３～５歳児
25名が一緒に過ごしています。
他児の様子からさまざまなこ
とを感じ、互いに異年齢児との
関わりを深める中で、自信を
持ったり優しい気持ちを育ん
だりする機会を得ています。

　地域の行事やさま
ざまな活動体験から
遊びや生活が豊かに
なっています。

さまざまな体験を通して
友達と一緒だと楽しいね

教育目標

教育目標



教育目標教育目標　豊かな心をもち、生き生きと遊ぶにしおおじっ子の育成
『○に こにこ　○し っかり　○お ○お きな　○じ しん』

教育目標教育目標　遊びいっぱい　笑顔いっぱい　学びいっぱい

西大路幼稚園西大路幼稚園

南比都佐幼稚園南比都佐幼稚園

  

 コスモス畑に行きました。
早速鬼ごっこやかくれんぼが
始まりました。

 ハロウィンの仮装をして公民
館に出かけていきました。
「おやつをくれなきゃ・・・」

小学校の音楽会に参加し、大き
なステージで歌の発表をしま
した。

５歳児と５年生
がサツマイモを
栽培し、収穫後
クッキングも楽
しみました。

小学校と合同の運動会で、お兄さん、お姉
さんにもいっぱい応援してもらいました。

学習発表の「わたむき
フェスタ」に行きました。

隣接する小学校とさまざまな交流をし、優しく関わってもらっています。
いろいろな体験を重ね、自信にもつながっています。幼小連携を通して小
学校へのつながりがより滑らかになるように取り組んでいます。

西大路祭囃子保存会の方の演奏を
聞かせてもらった後、実際に体験
もしました。

 それぞれの学年がお店屋さんを開店すると、お互いにお客さんになって、や
り取りを楽しんでいます。「おいしい」と一言添えてくれるのがうれしいね。
刺激を受けて、より楽しみたいという意欲につながっています。

小学校を身近に感じる体
験ができたり、一緒に1年
生になる他園の友達と遊
んだり、友達と遊ぶことの
楽しさを感じています。

小学校に行くのが、より
楽しみになってきます。

さまざまな人と関わることで、一人ひとりが違う存在であることを感じたり、優しくし
たりされたりして、一緒にいることを心地よく感じたりできるようになってきます。

地域にも積極
的に出かけ、地
域の方々との
関わりも大事
にしています。

七夕会にオカリナの
すてきな音色を聞か
せてもらいました。

まちのわだい

地域の自然や人と関わってワクワク

3・4・5歳児の関わり

他園・大人との関わり

地域の自然との関わり

小学校・こばと園
との関わり

小学校のお兄さん、お姉さんと一緒にワクワク

園庭から望む綿向山園庭から望む綿向山

年齢の発達に合わせた活動と異年齢でふれあいながらの活動を、日々こどもたちは園内で経験しています。少人数の
園なので日々こども達は、年齢の発達に合わせた活動と異年齢で触れ合いながらの活動を園生活の中で経験しています。
豊かな自然と地域の方々の温かい見守りの中で、『自分が好き』『友達が好き』と思える心を育んでいきます。 

 
 

綿向山をバックに西大路の恵まれた豊かな自然の中で、毎日元気に活動しています。
園児数が少ない分、より地域のさまざまな『人・もの・こと』との出会いを大切にし、
多くの体験を楽しみ、「やってみたい」、「やってみよう」と心を動かし、学びにつながる
保育をめざしています。 
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　子どもたちは外で過ごすことが大好きで、天気の良い日には戸外で遊んだり、散歩に出かけたりしています。
室内でも制作遊びやごっこ遊びをして、友達との会話ややりとりを楽しみながら過ごしています。子どもの
「これは何だろう？」に一緒に考え、「あ、見つけた」に喜び、「できるかな？」に寄り添い、「やってみよう」
を応援しています。みんながいるから、先生が見ているから“がんばれた”と思えたらいいですね。一人でじっ
くりやりたい遊びを楽しむことも大事ですし、たくさんの友達と関わりながら遊ぶことも大事です。考えたり、
困ったりもしながらも、いろいろな経験をする中で、人とつながったり、思いを伝えたりしています。

　

　

保育目標　＊明るく丈夫な子　＊友達となかよく遊べる子＊よく考える子

5歳児は「はじめのつどい」で
歌を歌いました
がんばって歌ったよ

大きい組の誕生会
は集

まって行っていま
す

楽しい時間です

みんなで食べる給食はおいしいね
たくさん食べて大きくなあれ戸外では、水やりをした

り、

ごちそうをつくったりし
て

楽しんでいます

同じことをしたり、

何かを見つけたり、
友達と一緒がうれ
しいですね

お散歩にも
出かけています

太鼓をたたいて、

リズムに合わせ

て踊っています

みんなで
絵本タイム

戸外遊びが
大好き

これ何かな？ はいどうぞ

ガソリン
入れますよ

あおぞら園あおぞら園

お店屋さんごっこでは、
異年齢の関わりが

あります

　
町
で
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
い
た
だ
き「
関
係

人
口
の
創
出
と
拡
大
」「
移
住
・
定
住
の
促
進
」に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、吉よ

し

海か
い

星せ
い

来な

さ
ん
の
活
動
記
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
記

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
4
月
〜
6
月
に
か
け
て
日
野
駅
に
飾
ら
れ
た
、
ホ
イ
ノ

ボ
リ
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
高
校
生
、
地
元
の
方
、
町
外
の
方
な
ど
、
の
べ
50
名
の
方
々

が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
1
か
月
か
け
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
昨
年
初
め
て
山
王
祭
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
地
域
の
方
が
集
結

し
て
ホ
イ
ノ
ボ
リ
を
作
り
、
交
流
を
さ
れ
て
い
て
す
て
き
な
文
化
だ
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
は
日
野
駅
に
飾
る
ホ
イ
ノ
ボ
リ
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
だ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
関
わ
っ
て
作
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
文
化
を
知
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
良
い
な
と
い
う
想お

も

い
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
大
津
で
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
の
お
母
さ
ん
に
一
緒
に
作
っ
て
い
た

だ
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、「
日
野
駅
見
に
行
き
た
い
な
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
10
月
19
日（
土
）に
日
野
駅
前
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
1

人
と
し
て
、
企
画
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
日
野
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
、

日
野
町
の
人
に
温
か
い
心
を
寄
せ
る

よ
う
な
人
が
1
人
で
も
増
え
る
よ
う

に
、
そ
ん
な
想
い
で
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
振
興
課
　
企
画
人
権
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
2

注
意

　
現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受
給
券
は
、
７
月
31

日
で
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
８
月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
券
を
送
付
し
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
受
給
資
格
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、新
し
い
受
給
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

場
合
や
住
所
·
氏
名
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
住
民
課
保
険
年
金
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

　
保
育
所
・
学
校
等
で
加
入
し
て
い
る
「
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
災
害
共
済
給
付
の

対
象
と
な
る
受
診
の
場
合
、
町
で
は
災
害
共
済
給
付
を
優

先
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
福
祉
医
療
費
受
給
券
を
使

用
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
受
給
券
を
使
用
さ
れ
る

と
保
護
者
の
方
か
ら
福
祉
医
療
分
を
返
金
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

！ 現
在

◎�

乳
幼
児
の
受
給
券
は
就
学
前
の
３
月
末
、
小
中
学
生
は
中
学
校
卒
業
の
３
月
末
、
高
校

生
等
は
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
で
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
券

福
祉
医
療
費
受
給
券
をを
お
持
ち

お
持
ち
の
方
へ

の
方
へ



保育目標保育目標　明るく丈夫な子・友だちと仲良く遊べる子・よく考える子

教育・保育目標教育・保育目標　心豊かでたくましい子どもの育成

こばと園こばと園

桜谷こども園桜谷こども園

「自分が好き」「先生が好き」「友達が好き」と思える子をめざして保育しています。たくさん体を動かし、いろいろな人
と出会い、さまざまな体験をして、毎日楽しく元気に過ごしています。

　
七夕会に更生保護女性会の皆さんに来て
いただき、ハンドベルの演奏をききました。
きれいなハンドベルの音色に合わせて歌を
歌ったりして楽しい時間を過ごしました。

　運動会は３・４・５歳児だけでしていま
す。今年度は、人数制限のない観客を迎え大
にぎわいの中、かけっこやリズムに加え、親
子競技や親子ダンスも楽しみました。

　３・４・５歳児の祖父母参観時に、音楽バンド「ハー
モニックス」さんに来ていただきました。アコーディ
オンやギター・太鼓などの楽器のほか、洗濯板などを
使った手作り楽器の演奏会。職員も自慢の楽器で飛び
入り参加し、見ても楽しい歌っても楽しい演奏会をお
じいちゃんおばあちゃんと一緒に楽しみました。

　３歳児のバス遠足では、大きなバスに乗って
ワクワクの子どもたち。松尾公園で遊具で遊ん
だり、図書館では読み聞かせをしてもらったり、
シートの上でお弁当を食べたりしました。

　2歳児の子どもたちが、園舎裏の農道まで
お散歩。虫を捕まえたり草花を摘んだりし
ています。毎日電車を見ることができ、手を
振って見送っています。

　今年度、県指定の事業で、５歳児は、南比
都佐小学校と南比都佐幼稚園と交流してい
ます。ふくしバスで小学校へ行って、春には
体育の授業を、夏には図工の授業でスタン
プ遊びを体験しました。

　第１園舎は３～５歳児が、第２園舎は０～２歳児が在籍しています。３～５歳児は、
短時間部と長時間部という生活時間に違いのある子どもたちが一緒に過ごしています。
保護者の就労に関係なく同じ教育、保育を受けられること
が特徴です。園舎は分かれていますが、職員が連携をとり、どの年齢の子どもたちも安心
して自分の思いを出し、主体的に遊んだり生活したりできる保育を大切にしています。

ようこそ七夕会
へ

ハーモニックス
さん

お散歩楽しいな
♡

大にぎわいの運
動会

大きいバスに

乗って行ったよ

小学校との交流

学びいっぱい
笑顔いっぱい

友達いっぱい

　遊びだしたくな
る環境の中で、自
ら「やってみよう」
「もっとしたい」と
いう気持ちで夢中
で遊び、試行錯誤を
繰り返す過程に学
びがいっぱいです。

　心と体を弾ませて生き生きと遊ぶ姿を大切にしています。友達の姿を見て、刺激
を受け、「もう一回」と、粘り強く取り組むことで、心も体もたくましくなります。

　「先生と一緒なら安心」「友
達と一緒が楽しい」「地域の
人に愛されている」など、人
と関わる喜びを感じる中で、
人への信頼感や自己肯定感
など、豊かな心がはぐくまれ
ます。

　ありのままを受け止め
てもらえる保育者との信
頼関係を土台として、安
心して繰り返し遊べるよ
うに努めています。

　０～２歳児は、食事、睡眠、休息な
ど、一人ひとりに合わせた生活リズ
ムで過ごせるようにしています。



◆問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574

令
和
6
年
度
幼
稚
園・保
育
園・認
定
こ
ど
も
園
の

入
園
申
込
受
付
を
10
月
3
日（
火
）か
ら
行
い
ま
す

　
令
和
6
年
度（
4
月
か
ら
翌
3
月
）に
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
へ
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
受
付
を
10
月
3
日

（
火
）か
ら
10
月
20
日（
金
）ま
で
行
い
ま
す
。

　
募
集
要
項
、
入
園
申
込
書
は
、
9
月
22
日（
金
）か
ら
子
ど
も
支

援
課
ま
た
は
各
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
配
布
い
た

し
ま
す
。

　
保
育
時
間
や
定
員
な
ど
の
詳
細
は
、「
広
報
ひ
の
」10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ひ
の
学
童
保
育
令
和
６
年
度
入
所
募
集

　
令
和
６
年
4
月
か
ら
ひ
の
学
童
保
育
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
説
明
会
で
、
必
要
書
類
の
お
渡
し
や

各
小
学
校
区
の
学
童
保
育
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
入
所
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
10
月
3
日（
火
）19
時
開
始（
18
時
45
分
か
ら
受
付
）

　
　
　
　
　
10
月
4
日（
水
）19
時
開
始（
18
時
45
分
か
ら
受
付
）

●
と
こ
ろ
　
必
佐
公
民
館

●
内
　
容
　
令
和
６
年
度
ひ
の
学
童
保
育
入
所
説
明
会
と
学
童
保
育
別
の
説
明
会

●
そ
の
他

・
各
学
童
保
育
所
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
就
労
状
況
等
に
よ
る
点
数
制
の

た
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ん
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・
夏
休
み
な
ど
、
長
期
休
暇
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
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　自殺はさまざまな要因が複雑に関係しており、心理的に追い込まれた末の死であると言われています。私たち
一人ひとりが身近な人の体調を気遣い、話を聞くなどして、心理的に孤立させないことがとても大切です。

自殺のサインを見逃さないで
　自殺を考えている人は何らかのサインを発しています。生活や言動に気になる変化が現れたら、それは“こころ
のＳＯＳ”です。
　・気 づ く ･･･ 周囲に普段と様子の違う人はいませんか。
　・傾聴する ･･･ 結論を急がずに、相手の言葉に耳を傾けることが大切です。
　・つ な ぐ ･･･  「死にたい」という気持ちを打ち消し、少しでもこころを健康状態に近づけるために相談機関

につなぎましょう。

【こころの不調の相談窓口】
相談窓口 電話番号 受付日時など

こころの電話相談※
（滋賀県立精神保健福祉センター） ☎077-567-5560 毎日（土日祝も開設・但し年末年始を除く）

10：00～12：00・13：00～21：00
滋賀県東近江保健所 ☎0748-22-1300 月～金（祝日・年末年始を除く）8：30～17：15

面接（要予約）による相談も行っています。事前に
お電話をください。日野町役場福祉保健課保健担当 ☎0748-52-6574

※ 滋賀県では、専門の電話相談窓口として「自殺予防電話相談」と「こころの電話相談」を実施してきましたが、
より広いメンタルヘルスの課題に対応するため、令和５年８月１日に「自殺予防電話相談」を「こころの電話
相談」に統合されました。
　「自殺予防電話相談（☎077-566-4326）」は廃止となりましたのでご注意ください。

9月10日～16日は自殺予防週間です

　
 

　

 「今日は何をするのかな？」と活動に期待し、ワクワクしながら登園。帰りには「今日はこ
んなことしたよ！楽しかった！」と子どもたちの声が聞こえる…そんな保育をめざし、子ど

もたちはもちろん保育士も一緒になって思いっきり活動を楽しむ毎日を送っています。日々の成長を保護者の方と喜んだり、悩ん
だりしながらともに子どもの育ちを見守っていくことを大切にしています。

　一人ひとりの“やりたい！”を引き出せる保育をめざし、子どもも保育士も元気いっぱいです。
また保護者さんを巻き込んだあそびや地域の人との交流を保育に活用しながら実体験を通じて
学ぶ事、発見する事も大切にしています。

保育目標
①進んで体を動かす子
②よく見・よく聞きしっかり考える子
③ 自分の気持ちを力いっぱい豊かに表現できる子
④ 要求をしっかり持ち意欲的に取り組む子
⑤仲間の中に居ることを喜び 友達を大切にする子

わらべ保育園

第ニわらべ保育園

１歳児　おさんぽ ５歳児　夕涼み会
２歳児　水遊び

お水気持ちいいな♪

わらべ保育園
（いせの）

第ニわらべ保育園
（大窪）

電車
かっこいいね！

外で食べるごはん
おいしいよ～

祖父母の方を向いて
七夕の歌をうたいました♪

やったな！負けるもんか～こっちはホースで行くぞ!!

これと、これ
まぜたら・・？ お父さんと

勝負だ!!

ツルツルに
みがいとこうな！

竹！もらった～
つめた～い

七夕会　3歳児祖父母招待

高校生インターンシップ
１歳児スライムあそび

５歳児　みんなで竹取り
この竹なにに変身するかな？

みんなで
竹の器づくり

のこぎり体験

中学生　職場体験

３歳児　色水あそび

4歳児　保育参加

いいにおいするけど
のんだらあかんねんな～



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

にこにこ 

保育理念 みんな 笑顔 ゆったり気分 安心できる保育園 

① 怒らない保育 褒めて育てる保育 愛情もった導き 

② 一人一人の子どもを大切にする 

③ 五感で感じる 

④ 手足を自由に動かして丈夫な体に 

⑤ 友達に対する優しさ 思いやりの心を育てる 

⑥ 保護者との信頼関係 

ひとりひとりの子どもたちの個性を把握し、寄り添い・見守り・育みながら 

「やってみよう！」 「できた！」の気持ちを大切に愛情たっぷり、褒める保育をしています。 

ほんわか 

 

ぽっかぽか 

 

 

SNS を是非ご覧ください！ 

一般社団法人 未来会 みらいしゃくなげ保育園 

 

 


